
都市再生整備計画（第２回変更）

戸塚区上矢部地区
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神奈川
か な が わ

県
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　横浜市
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平成２０年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 約656 ha

平成 16 年度　～ 平成 20 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

回／年 平成１５年度 平成２０年度

人 平成１４年末 平成２０年度

都道府県名 神奈川県 横浜市 戸塚区上矢部地区

計画期間 交付期間 20

緑のオープンスペースのあるまち、川に親しめるまち、交通体系の整ったまち、一人ひとりがつくるまち、を目指し行政と住民が協働してまちをつくる。

矢部地区懇談会において、地区の将来構想をまとめたいという提案があり、それをきっかけとして、平成１１年１１月に地区の方々４５名からなる「上矢部まちづくり委員会」を発足し、プラン策定を行いました。
委員会は定例会を１５回開催するとともに、地区の現状確認、まちづくり活動の事例視察などを行いました。また、、まちづくりニュースの発行や戸塚区のホームページにより、委員会の活動を地域住民の方々に紹介するとともに、意見を募りこのプラン作
成に反映しました。

（１）河川（親しみやすい川辺づくり）名瀬～上矢部～戸塚の川沿いの遊歩道が連続していない。プロムナードに防犯灯などの整備がされていない。川の中に堆積物が多い。住民主体で河川清掃及び植栽帯の管理を進めたい等。
（２）道路・交通（交通環境の整備・安全な歩行者空間の確保）戸塚駅までのアクセスルートとなる県道瀬谷栢尾線は交通量が多く渋滞がひどい。そのため、安全に歩行できない。また、戸塚駅までのバスルートが不動坂交差点を通るため、定時性の確保
ができない。
（３）緑とひろば（緑の保全と公園広場の活用）地区内の豊かな樹林地を残したい。まち全体に花を増やそう。利用されていない公園の活性化を図り、コミュニティーの中核を形成する。
（４）暮らし（暮らしやすいコミュニティーづくり）地区の歴史や伝統の掘り起こし。世代間交流の活性化。バリアフリーの促進による安全・安心の確保。

地区の将来ビジョンについては、課題に基づき次の４つを定めています
　　目標１　川に親しめるまち
　　目標２　緑のオープンスペースのあるまち
　　目標３　交通体系の整ったまち（横須賀線東戸塚駅や相鉄線弥生台駅方面との連携を図る。）
　　目標４　一人ひとりがつくるまち

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

１５回／年

水辺愛護会等の加入者数 水辺愛護会等の活動団体の加入者数
親しみやすい川を整備することや川へのアクセスルートを整備することにより、水辺愛護会な
どの加入者数が増える。 ８９人 １００人

地域活動団体の活動回数 水辺愛護会等の活動団体の活動回数
親しめる川を整備することにより、一人ひとりが川の大切さを認識するとともに、地域のコミュ
ニティーができる。活動団体の活動が増える。 １２回／年



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・「緑のオープンスペースのあるまち」「川に親しめるまち」「一人ひとりがつくるまち」を目指し、阿久和川の整備をします。 ・阿久和川プロムナード整備事業

・阿久和川親水拠点整備事業
・河川清掃に関する補助（水辺愛護会）
・都市計画道路権太坂和泉線整備事業
・阿久和川生物相調査
･上矢部第一公園
･上矢部第四公園

・道路、公園及び河川を一体的に整備することにより、水と緑のネットワークを推進します。 ・阿久和川プロムナード整備事業
・都市計画道路権太坂和泉線整備事業
･上矢部第一公園
･上矢部第四公園



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 街路 横浜市 直 2,200ｍ H2 H20 H18 H20 13,955.0 549.0 549.0 549.0

公園 横浜市 直 １箇所 H20 H20 H20 H20 15.0 15.0 15.0 15.0

公園 横浜市 直 １箇所 H20 H20 H20 H20 15.0 15.0 15.0 15.0

河川 環境整備事業 横浜市 直 ３箇所 H16 H20 H16 H20 326.0 326.0 326.0 326.0

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 横浜市 直 1,950ｍ H16 H20 H16 H20 83.0 83.0 83.0 83.0

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 14,394.0 988.0 988.0 988.0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0

0

0

横浜市 直 － H20 H20 H20 H20 6.0 6.0 6.0 6.0

－ 0

横浜市 直 － Ｈ15 H20 H18 H20 1.0 1.0 1.0 1.0

－ 0

合計 7.0 7.0 7.0 7.0 …B
合計(A+B) 995.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

所管省庁名事業箇所名

（参考）事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名

水辺愛護会補助

地域創造
支援事業

全体事業費

交付期間内事業期間

事業主体事業箇所名 規模直／間事業
細項目

都市計画道路権太坂和泉線

－

－

上矢部第一公園

阿久和川

上矢部第四公園

細項目

住宅市街地
総合整備
事業

事業

－

阿久和川

事業期間（いずれかに○）
事業主体

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 規模

0

阿久和川生物相調査

－

－

－

阿久和川等

－

0

0

うち民負担分

0

交付期間内事業期間（参考）事業期間

0

交付対象事業費 995 交付限度額 398 国費率 0.4

うち民負担分
0

0

0

0



都市再生整備計画の区域

　戸塚区上矢部地区（神奈川県横浜市） 面積 656 ha 区域 横浜市戸塚区上矢部町、名瀬町及び泉区岡津町

横浜市

戸塚区上矢部地区（６５６ha）

相鉄いずみの線

弥生台駅

ＪＲ東戸塚駅

ＪＲ東海道線

至横浜駅

至戸塚駅



地域の活動団体の活動回数 （（回／年）） 12 （１５年度　） → 15 （　２０年度）

水辺愛護会等の加入者数 （　人　） 89 （１４年度末） → 100 （　２０年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　戸塚区上矢部地区（神奈川県横浜市）　整備方針概要図

目標
川に親しめるまち、緑のオープンスペースのあるまち、交通体系の整ったまち、一

人ひとりがつくるまち、行政と住民が協働してまち

代表的な

指標

　　　　　　　　基幹事業

　　　　　　　　提案事業

　　　　　　　　関連事業

凡　　例

□提案事業：まちづくり活動推進費
　　　水辺愛護会補助

■基幹事業
　　　高質空間形成施設

■基幹事業
　　　河川環境整備事業

■基幹事業：道路
　　都市計画道路権太坂和泉線

□提案事業：事業活用調査
　　阿久和川生物調査

■基幹事業：公園事業
　　　上矢部第四公園

■基幹事業：公園事業
　　　上矢部第一公園


